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1. はじめに 
顔画像からの年齢推定は、マーケティングデータ

の自動収集などのアプリケーションで重要な技術で

あり、画像情報により人間の属性を推定するさまざ

まな研究が行われている[1]．我々は、顔画像から、

形状、テクスチャ(シミ、シワ、タルミ)、輝度パタ

ーン、色、髪に関する複数の特徴量を抽出し、性

別・年齢との相関を調べ、最近傍法・SVM・投票処

理を識別器として性別・年齢の推定を行った． 

本報告では、特徴量の組合せ方法および識別器に

よる推定結果の比較を示し、複数の特徴量を用いた

性別・年齢を推定する手法について述べる． 

2. 手法 
(1) 特徴量 
a) 画像の特徴点と正規化 
顔画像の正規化および特徴量を算出するために、

目・鼻・口・輪郭などの周辺に特徴点 37 点を図１

のように配置した(顔輪郭:７点、両眉:8 点、両

目:10 点、鼻:4 点、口:8 点)．また、画像の正規化

は，右目:2 点、左目:2 点、鼻:2 点、口:2 点の特徴

点の座標が、データベースより作成した平均顔の特

徴点座標との距離の２乗和が最小になるように、拡

大縮小･平行移動･回転操作により行った． 

b) ガボールウェーブレット変換(GWT) 
GWT は、ガボールフィルタの解像度と方向を変化

させたものを畳み込むことで、その特徴点周辺にお

ける濃淡特徴の周期性と方向性を特徴量として抽出

することができる[2]．本手法では、顔領域に配置

した３７点の付近に GWT を行い特徴量とした．ガボ

ールフィルタは、8方向×5周波数の計 40 種類を用

いた． 

c) 肌テクスチャ(シミ,シワ,タルミ) 
骨格の安定した成人では年齢の特徴が大じわ・

たるみや小じわ・しみ等の肌テクスチャに顕著に現

れることが知られている[3]． 

小じわ・しみの成分は、画像の濃淡値の空間周波

数の高周波成分に相当し、その振幅も小さいので、 

微小変動ノイズとみなせる．このような成分を効果 

的に抽出するフィルタにε-フィルタがある[4]． 

 

この ε-フィルタを目元・頬・口元の肌領域(図 2)

にかけて、フィルタ出力の総和を計算し、小じわ・

しみの特徴量とした．ただし、肌領域は眼鏡や髪を

除くため、HSV 表色系の色相から抽出した肌領域

(図 3)によりマスク処理を行った。 

また、大じわ・たるみは、Sobel フィルタにより

エッジを強調し 2 値化・細線化(図 4)し、肌領域内

の線の面積を特徴量として抽出した． 

d) 形状 
特徴点の座標から計算される目の大きさなどの

パーツ形状値、パーツ間の距離の比、パーツと顔外

形との形状比率を特徴量とした． 

e) 肌の色情報 
肌の色・化粧・髭跡などの情報も性別・年齢に対

して相関がある．顔の特徴点座標と色情報から抽出

した頬・唇領域について、HSV 表色系の色相(H)・

彩度(S)および輝度値、各領域間の色相･彩度の差を

特徴量とした． 

f) 髪情報 
顔の特徴点位置と HSV 表色系の色相(H)・彩度(S)

および輝度値から抽出した髪領域情報(図 5)を用い、

髪の長さを数値化して、特徴量とした． 

(2) 識別器 
複数の特徴を統合して分類を行う場合には、個々

の特徴量を並列化して一つの共通特徴空間上で表し

て分類結果を得る特徴量レベルで統合する方法と、

個々の特徴量を識別器にかけて出力された結果を統

合する方法とが考えられる．本報告では、識別器と

して、最近傍法と SVM を用いて、両手法について比

較･検討を行った．特徴量を並列に構成する場合に
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図 1：顔の特徴点 図 2：顔の部分領域 図 3：肌領域 

図 5：髪領域 図 4：エッジ抽出 
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は全特徴量の平均と分散で正規化し、主成分分析し

て年齢･性別と相関の高いものから選択した．分類

結果を統合する手法については投票処理方式を用い

た． 

3. 実験 
本手法をソフトピアジャパン HOIP 顔画像データ

ベース[5]300 名分(男女各 150 人・正面・ノーマル

表情・15～64 歳)に適用した．実験では特徴点位置

の設定は手動により行った． 

分類結果は、入力画像 1枚に対し残り 299 枚で学

習し識別器を構成して推定させる Leave-One-Out 法

により評価した．年齢推定については男女別のデー

タに対して行い、15～64 歳データを 10 歳ごと 5 ク

ラスに分類した．実験条件を表 1 に、実験結果を表

2,3 に示す．ここで、年齢についての推定率および

相関は実年齢に対してのものである． 

 

表 1 実験条件 

項目 実験条件 

特徴量 A 
GWT を用いた全特徴点におけるモデル顔との類

似度の総和 

特徴量 B GWT を用いた特徴点ごとのモデル顔との類似度

特徴量 C 形状、肌の色、髪 

特徴量 D 肌テクスチャ 

識別 a SVM(３次多項式カーネル) 

識別 b 最近傍法 + 投票処理 

識別 c SVM(３次多項式カーネル)・特徴量並列化 

識別 d 推定結果の統合 

人による

推定 

カラー画像(髪・服も含む)を目視して推定した

結果(4 人平均) 

 

表 2 性別推定実験結果 

 

実験結果より、特徴量を GWT のみにして SVM で分

類した場合より、複数の特徴量を組み合わせた方が、

推定精度は向上していることがわかる．これは、人

物の性別・年齢を表す特徴が一つの特徴量だけに現

れているのではなく、複数の特徴を統合することに

よってカバーできていると思われる．また、画素数

の異なる画像に対して GWT を用いた同じ手法で推定

した場合、性別では画素数の小さい方が推定率が高

く、年齢では画素数の大きい方が高くなっている。

性別については、複数特徴量を投票処理した結果が

最も推定率が高かった。年齢については、GWT と肌

テクスチャを SVM によって推定する手法が、最も推

定率が高かった．また、人による推定結果と比較し

て相関は低くなっているが推定率は同程度であった． 

 

表 3 年齢推定実験結果 

4. まとめ 
顔画像から抽出される複数の特徴量による性別･

年齢推定手法について検討し、HOIP 顔画像データ

ベース 300 名分の正面顔データに対して実験を行い、

複数の特徴量を識別して投票方式によって推定する

ことにより、推定率が性別 96.3%、年齢 65%という

結果を得た．これは、人による推定と同程度の推定 

率であり、顔画像からの性別･年齢の自動推定の可

能性を示すものである． 

今後は、顔の向き･表情や隠蔽、人種による違い、

照明条件の影響等を考慮し、さらに推定精度を向上

させることが課題である． 
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特徴量 識別器 画素数 性別 推定率 相関

男性 40.0% 0.68

女性 46.0% 0.70A a 
128*128 

Pixel 
全体 43.0% 0.69

男性 46.0% 0.80

女性 50.7% 0.77A a 
340*340 

Pixel 
全体 48.3% 0.79

男性 39.3% 0.60

女性 42.0% 0.58B b 
340*340 

Pixel 
全体 36.7% 0.59

男性 63.0% 0.88

女性 66.0% 0.85A+D c 
340*340 

Pixel 
全体 65.0% 0.87

男性 50.0% 0.86

女性 50.0% 0.79A+D d 
340*340 

Pixel 
全体 50.1% 0.82

男性 65.0% 0.92

女性 70.0% 0.92人による推定 
640*480 

Pixel 
全体 68.0% 0.92

特徴量 識別器 画素数 推定率 相関

A A 128*128 Pixel 93.7% 0.87

A a 340*340 Pixel 88.7% 0.78

B b 128*128 Pixel 95.3% 0.91

A+C c 128*128 Pixel 94.7% 0.9

A+C d 128*128 Pixel 96.3% 0.93

人による推定 640*480 Pixel 100% 1.0
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